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配布先：地区事務長、地区ｺﾐｯｼｮﾅｰ                              平成 27 年 2 月 7 日 

№2015-02 

平成 27 年 2 月（第 11 回）理事会概要 

日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ千葉県連盟 

事務局次長 石澤 英輔 

 

 会議に先立ち、富士スカウト章が宇山康太（富津１）に授与された。また、県連盟副コミッショナー委嘱書が鎌

倉恵子（野田１）、澤田一成（松戸 4）に授与された。 

 

Ⅰ．審議事項（承認事項） 

１．松鎌地区の地区副コミッショナーに、菊地 隆一（松戸９）の推薦があり承認された。 

２．スカウト進級章認証 

菊 章：山田 千裕（銚子 3） 隼スカウト章：前田 涼吾（木更津 3） 富士スカウト章：宇山 康太（富津 1） 

宗教章取得者紹介 

仏教章：長田 薫（千葉 27）  キリスト教章：霞 綺花（東金 1） 

３．ボーイスカウト救急法講習会指導員委嘱の承認について 

・香東地区：高橋 幸弘（香取 2）   ・上総地区：平井 龍生（大網白里 1）、石垣 千草（市原 5） 

・市浦地区：王 秀瑛（市川 1）、太田 昭仁（市川 1）、大作 寛（市川 1）、渡辺 由美（市川 3）、小松 誠

（市川 5）、針谷 誠一（浦安 2）、上田 眞智代（浦安 2） 以上 10 人が推薦され承認された。 

４．「医師の会」会員登録で東葛地区 進藤 孝洋（柏 6） が推薦され承認された。 

５．千葉県連盟国際活動支援チーム運営要領削除・廃止について 

・平成 15 年 2 月に施行・結成したが、日本連盟 IST もあることから⑴県連盟国際活動支援チーム制度は

廃止 ⑵国際活動支援チーム運営要領は削除・廃止する ことが承認された。 

６．3/15 開催予定(予備)のボーイスカウト講習会は、予備調査により参加者が見込めず中止することが承認

された。 

７．平成 27 年度定型訓練・定型外訓練開設計画及び主任講師一覧が示され、計画の補足が承認された。 

８．第 23 回世界スカウトジャンボリー千葉県連盟予算案について 

・県連盟補助金 1,700,000 円（H26 年度 100,000 円、H27 年度 1,600,000 円）に参加費を加え合計

63,600,000 円の収入予算。日本連盟参加費、輸送費、資材費、用品費など支出し、予備費を 267,000

円とする支出予算が示された。 

・支出の派遣隊運営費にはスカウト 1 人分の事前訓練費及び現地消耗品費とし 8,000 円と、用品費とし交

換記念品代（ワッペン、Ｔシャツなど）7,000 円の合計 15,000 円を予算に入れている。 

・今後の変更も見込まれるが、一次案とし県連盟補助金 160 万円を含めて承認された。 

９．千葉県連盟トレーニングチームトレーニングスタッフに栗林 裕子（千葉 9）、佐竹 豊（柏 7）、田中 斉（佐

倉 3）の 3 人が選考委員会の結果推薦され承認された。平成 26 年度トレーニングスタッフコース修了。 

10．平成 27 年度県連盟年次総会運営特別委員会設置案について 

・平成 27 年 2 月 7 日より平成 27 年度県連盟総会にかかる事項が終了するまでの任期で、担当地区（船

橋）メンバーを主とした特別委員会が承認され活動を始める。 

11．第 20 回記念千葉県キャンポリー（20MCC）準備委員会委員長に大塚正久理事が推薦され承認された。 

・特別委員会委員長は従来地区代表理事が就任しており、今回も地区代表理事から委員長をお願いす

る。なお、委員会委員は、委員長と相談し次回理事会にて発表する。 

 

Ⅱ．報告事項 

１．平成 27 年 1 月末登録状況 

・27/1 末   7,504 人  114 ｹ団  528 隊    前年同月比 –198 人  前年度末比 -242 人 

スカウト数 4,213 人   前年同月比 –155 人  前年度末比 -193 人 

2．匿名の文書について 

・１月理事会で議論された匿名文書について、理事から発言が求められ説明があった。説明の後、各理事

より発言があり、ハラスメントへの対応や今後の県連盟のあるべきコンプライアンス体制などが議論され

た。 
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３．各種委員会報告 

1）安全委員会 

①チャイルドプロテクションカードの配布推進について 

・県連盟内コミッショナー会議（2/11）で地区コミッショナーにチャイルドプロテクションに抵触する事態が

起きたときの対応方法も併せて説明し、地区内で説明の上で団委員長に配布する予定。 

2）3ＣＶ実行委員会 

・第 3 回千葉県ベンチャー（3ＣＶ）活動実施報告書を、地区代表理事を通じて配布した。 

3）23ＷＳＪ実行委員会 

①第 23 回世界スカウトジャンボリー（23WSJ）申込日程と参加費及びキャンセルについて 

・2 月末県連盟締切り前の１次申込キャンセル者は、地区で 2 次申込者と差替え願う。 

・2 月末～3 月末までのキャンセルは地区で申込者がいる場合は差替え、出来ない場合は日本連盟キ

ャンセルポリシーに基づいて対応する。 

・県連盟諸経費について、事前訓練費の返金はなし、用品費は現物で対応、交通費は 23WSJ 終了後

清算とする。 

②第 23 回世界スカウトジャンボリー（23WSJ）ＩＳＴ配属先調査のお願い 

・各地区経由→23ＷＳＪ実行委員会経由でＩＳＴ参加者各位に配属先調査のお願い文書を発信する。 

・調査締切：2 月 20 日、 提出先：地区実行委員が取りまとめて県連盟実行委員会へ 

③23ＷＳＪ千葉県派遣隊 隊編成案（1 月 29 日現在） 

・7 隊編成で、参加スカウトは 253 人で人数枠に対して＋1 人。どの隊に入れるか調整中。 

・隊指導者はほぼ充足したが、船橋地区に女性指導者 1 人が不足しており充足の必要がある。 

④23WSJ 全国ＯＲＩＺＵＲＵキャラバンの展開について 

・イオン（株）の協力で全国キャラバンを実施するとして、日本連盟より千葉県連盟にスタートイベントの

実施依頼の第一報があった。 

1）4 月 19 日 イオンモール幕張にてキャラバンスタートセレモニー その他：23ＷＳＪ告知コーナー、折

鶴プログラム、ボーイスカウト体験コーナー、地区コーナー等の設置 

2）千葉地区、八習地区、船橋地区の担当協力を求める。また、担当委員会は、23ＷＳＪ実行委員会、

運動拡大委員会、地域委員会とする。 

４．コミッショナーグループ 

1）千葉県連盟トレーニングチームトレーニングスタッフコース第 22 期開催報告 

・１月 24～25 日・東金青年の家)  ・修了者：栗林 裕子（千葉 9）、佐竹 豊（柏 7）、田中 斉（佐倉 3） 

2）平成 26 年度県連盟ディレクター研究集会参加報告 

・平成 26 年 12 月 6～7 日 国立オリンピック記念青少年総合センター ・青木勇ディレクター参加 

【研究内容】 

・日本中どこへ行っても同じトレーニングを実施して欲しい。 

・所長の指導力を上げて欲しい。 

・Ａｄｕｌｔｓ ｉｎ Ｓｃｏｕｔｉｎｇ Ｗｏｒｌｄ Ｐｏｌｉｃｙ（平成 26 年 12 月翻訳）を是非読んで欲しい。 など 

3）平成 26 年度隊指導者研究集会企画書 

・テーマ：「わくわくパトローリング」  班制教育と進歩制度の関係について研究 

・日時：平成 27 年 3 月 1 日（日） 9：30～16：30  千葉県青少年女性会館  参加費：500 円 

4）平成 27 年の県連盟コミッショナー分担表について。 

 

以上 
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